
ア

ヴ

ァ

ー

ル

人

と

ハ

ン

ガ

リ

i

人

堀

内

一

徳

は

じ

め

に

ほ
と
ん
ど
人
の
住
ま
な
い
広
い
土
地
に
、
孤
立
し
た
蛮
族
た
ち
が

ま
ば
ら
に
残
存
し
て
い
る
と
、
六
世
紀
中
頃

の
パ
ン
ノ
ニ
ア
に

つ
い

　ユ
　

て
、

ビ

ザ

ン

ツ
の
歴

史

家

プ

ロ

コ
ピ

オ

ス
は

記

し

て

い

る
。

ア

ッ
テ

ィ

ラ

の
死

後

、

後

継

者

の
争

い
や

ア

ッ
テ

ィ
ラ

に
服

属

し

て

い
た

ゲ

ピ

ド
を

は

じ

あ

ゲ

ル

マ

ン
諸

族

の
反

乱

に

よ

っ
て
、

パ

ン

ノ

ニ
ア

の

フ

ン
族

国

家

は
崩

壊

し
、

ド

ナ

ウ
中

流

域

で
は
、

ス
キ

リ
、

ス

エ
ヴ

ィ
、

エ

ル
リ
族

な

ど

の
ゲ

ル

マ
ン
部
族

や
イ

ラ

ン
系

サ

ル

マ
ー

ト
族

の
興

亡

や
東

ゴ

ー

ト

・
ア

マ

ー

ル

(
〉
目
巴

)

家

の

二

人

の

テ

オ

ド

リ

ッ
ク

の
抗

争

が
展

開

さ

れ

た
。

東

ゴ

ー

ト

の
撤

退

の

の

ち

、

六

世

紀

は
じ

め

に

は
、

ド

ナ

ウ
支

流

テ

ィ

サ
川

の
流

域

と

ト

ラ

ン

シ

ル
ヴ

ァ

ニ

ア
に
拠

っ
た

ゲ

ピ

ド
族

が

ビ
ザ

ン

ツ
都

シ

ル
ミ

ウ

ム

(醗
雫

目
言
3
)

を

占

拠

し
、

ラ

ン
ゴ

バ

ル

ド
族

は

モ

ラ
ヴ

ィ

ア
と

下

オ

ー

ス
ト

リ

ア
を
占

領

し

た

エ
ル
リ
族

を

、

六

世

紀

半

ば

に

は
ゲ

ピ

ド

族

を

征

服

す

る
。

し

か

し
、

ラ

ン
ゴ

バ

ル
ド

は
、

ゲ

ピ

ド
族

と

の

戦

い

に
同

盟

し

た

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

に

そ

の
征

服
地

を
托

し

て

イ

タ

リ

ア

に

去

っ
た
。

こ

の

ラ

ン
ゴ

バ

ル
ド

の
イ

タ

リ

ア

へ
の
移

動

と

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

の
カ

ル

パ

テ

ィ

ア
盆
地

へ
の
定

着

は
、

し

ば

し
ば

古

代

末

期

民

族

移

動

の
終

末

と

解

さ

れ

て

い
る
。

カ

ル

パ

テ

ィ
ア
盆

地

の

ド

ナ

ゥ
川
東

部

す

な

わ

ち

ハ
ン
ガ

リ

ー
平

原

な

い

し

は

オ

ル

フ

ェ
ル

ド

(
〉
嗣
曾

α
)

は
、

ユ

ー

ラ

シ

ア

の

ス

テ

ッ
プ

の
最

西

部

を

形

成

し

、

カ

ル

パ

テ

ィ

ア
山

脈

に
よ

っ
て
、

大

ユ
ー

ラ

シ

ア

の

ス
テ

ッ
プ

と

劃

さ

れ

て

い
る
。

ド

ナ

ウ

の
西

部

(
ト

ラ

ン
ス

ド

ナ

ウ
)

は
丘

陵

、

山

地

と

平

原

か

ら

な

っ
て
い

る
。

六

世

紀

後

半

か

ら

約

二
五

〇

年

間

、

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

が

カ

ー

ル
大

帝

の
征

服

に
屈

し

て

の
ち

、

ハ

ン
ガ

リ

ー
人

(
マ
ジ

ャ

ー

ル
人

)

に
よ

っ

て

カ

ル

パ

テ

ィ

ア
盆

地

は
占

拠

さ

れ

た

が

、

中

央

ア
ジ

ア

の
遊

牧

民

で
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あ
る
か
れ
ら
の
社
会
が
、

こ
の
盆
地
に
お
い
て
、
か

つ
て
考
え
ら
れ

た
よ
り
農
耕
に
基
礎
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

伝
統
的
な
見
解
に
よ
る
と
、
遊
牧
民
は
摯
耕
を
習
得
す
る
の
に
大

き
な
困
難
を
と
も
な
い
、
か
れ
ら
は
農
産
物
を
征
服
民
か
ら
徴
集
す

る
か
、
侵
略
に
よ
っ
て
略
奪
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
か
れ
ら
の
定
住

地
周
辺

の
耕
作
に
捕
虜
を
使
役
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
遊
牧
民
が

農
耕
を
取
り
入
れ
定
住
生
活
に
転
換
し
た
例
は
、
過
去
に
お
い
て
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
説
は
、
今
日
か
な
ら
ず
し

　
　
　

も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
遊
牧
は
か
な
ら
ず
し
も
農
耕
を
排
除
し
な

い
し
、
遊

牧
民
の
生
活
も

一
様
で
は
な
い
。

小
論

で
は
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地
に
定
着
し
た
ア
ヴ

ァ
ー
ル
、

ハ

ン
ガ
リ
ー
人
が
ど
の
よ
う
に
農
耕
、
遊
牧

の
生
活
を
営
み
、
か

つ
ハ

ン
ガ
リ
ー
平
原
の
牧
草
地
が
か
れ
ら
の
略
奪
経
済

の
軍
事
力
で
あ
る

騎
馬
戦
力

を
ど
う
規
定
し
た
か
に
つ
い
て
、
述

べ
て
み
た
い
。

0

ア
ヴ

ァ
ー
ル
人

の
起
源

に

つ
い
て
は
、

突
蕨

に
敗

れ
た
柔
然

(q
o
き
↓
雪
)
で
あ
る
と
い
う
説
、
あ
る
い
は
フ
ン
族

の

一
派

(
白

フ
ン
)
と

の
混
成
部
族

で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、
今
も

っ

て
定

か

で
な

い
。

し

か

し

、

バ

イ

ア

ン

(
Uu
巴
雪

)

汗

に
率

い
ら

れ

て
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
平

原

に
移

動

し

た

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

は
、

突

豚

の
支

配
領

域

か

ら

離

脱

し

西

方

に
移

動

し

た

ア
ジ

ア

・
ア
ヴ

ァ
ー

ル

の

一

派

で
、

混

成

部

族

で
あ

る

こ
と

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
文

化

に
お

け

る

柔
然

、

エ
フ
タ

ル

の
領

域

や

コ
ー
カ

サ

ス
地
方

の
文

化

の
混
合

が
、

　ヨ
　

そ

れ

を

示

し

て

い
る

。

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

が

占
領

し

た

ハ
ン
ガ

リ

ー
平

原

は
、

カ

ル

パ

テ

ィ

ア
山

脈

に
よ

っ
て
半

弓

形

に
囲

ま

れ
、

ド

ナ

ウ

と

テ

ィ
サ

川

が

貫

流

し

、

草

原

と

森

林

と

湿
地

が
大

部

分

を
占

め
、

乾

燥

し

た

ス

テ

ッ
プ

あ

る

い

は
砂

地

の
荒

野

が
散

在

し
、

平

均

気

温

は
現

在

よ

り
高

く
、

一
〇

度

な

い
し

は

そ

れ

を
超

え
、

年

降

雨

量

は

八

〇

〇

ミ

リ
程

度

で
、

オ

ー

ク
、

松

な

ど

が
育

成

し
、

草

地

は

ハ
イ

ン
ブ

ル
グ

(国
①
ぎ
げ
弩

σq
)

の
山

地

の
南

斜

面

、

ウ

ィ

ー

ン
の

森

の

東

部

斜

面

や

ノ
イ

ジ

ー

ド

ラ

ー

(り4
Φ
賃
oo一Φ
α
一Φ
目
)

湖

に

も

拡

が

っ

て

い

た
。

現

在

、

果
樹

や

ラ
イ

麦

の
栽

培

や
放

牧

場

で
知

ら

れ

る

ド

ナ

ウ

・
テ

ィ
サ
両

河

間

の
地

域

は
、

黄

土

が
後

退

し
砂

地

が
拡

大

し
、

テ

ィ
サ
川

左

岸

の

ケ

レ

ス

(国
α
同
α
。。)
地
方

は
砂

層

の
湿
地

帯

で
あ

っ

た
。

平

原

の
北

東

部

の

ニ
ー

ル

シ

ェ
ー
グ

(Z
養

ω
ひ
σq
)

地

方

は

ハ

ン
ガ

リ

ー
平

原

の

原
景

を

も

っ
と

も
純

粋

に
と

ど

め
、

砂

地

の
平

原

と

ア
ル

カ

リ
土

の

ス

テ

ッ
プ

が
占

め
、

沼
沢

が
草

地

を
潤

し

た
。

ま

た

ド

ナ

ウ
支

流

ラ

ー

バ

(
国
魯

か
)

川

に

沿

っ
た

丘

陵

の

砂

地

に

は
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樫

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
撫

が

生

育

し
、

河

川
流

域

の
湿

地

は
茂

み

に

お

お

わ

れ

て

い
た
。

な

お

ス
テ

ッ
プ
的

土

壌

は
、

東

方

に

は

ト

ラ

ン
シ

ル

ヴ

ァ

ニ
ア

の
原

野

に

ま

で

の

び
、

カ

ル

パ

テ

ィ

ア
山

脈

周

縁

に

ま

で

達

し

た

。

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

の
お

も

な

定

住

地

は

、

ド

ナ

ウ

.
テ

ィ
サ

両

河

間

の
地

域

、

テ

ィ
サ

川
支

流

の

サ

モ

ス

(
GQ
g
B
o
。。
)
、

ケ

レ

ス

(
囚
α
同
α
。。
)

両

河

の

地

域

で
、

ト

ラ

ン

シ

ル

ヴ

ァ

ニ

ア

の

マ

ロ

ス

　　
　

(
ζ

費

o
。。)

川

流

域

や

森

林

地

に
も

み

ら

れ

た

。

さ

ら

に

ド

ナ

ウ

の

西

(
パ

ン
ノ

ニ

ア
)

に
は
、

ロ
ー

マ
時

代

後

期

か

ら

の
集

落

が

な

お

存

続

し

て

い

た
。

こ

の

よ

う

な

ハ
ン
ガ

リ
ー
平
原

の
風
土

は
、

ユ
ー
ラ

シ

ア
の

ス
テ

ッ

プ

地

帯

の
大

部

分

の

そ
れ

と

は
相

違

し
、

遊

牧

と

と

も

に
農

耕

に
適

合

し
、

そ

の
発

展

を

可

能

に
し

た
。

そ

れ

で

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
農

耕

は

ど

の
よ

う

な

形

で
営

ま

れ

た

の

か
、

か

れ

ら

の
定

住

地

の
発

掘

調

査

の
デ

ー
タ

に
も

と

つ

い

て
示

し

て
お

こ
う
。

モ

ハ
ー

チ

(
]≦
o
げ
か
8
)

近

く

の

ケ

ル

ケ

ド

(
区
α
涛
①
α
)

に

お

け

る
発

掘

に
よ

る

と

、

ゲ

ル

マ

ン
系

お

そ

ら

く

は

ゲ

ピ

ド
族

の
農

業

集

　　
　

落

の
連
続
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
ほ
か
、
お
そ
ら
く

は

ロ
ー

マ
人
の
後
商
や
ス
ラ
ブ
人
が
農
業
生
産
に
従
事
し
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
ア
ヴ

ァ
ー
ル
人
が
農
業
生
産
に
た
ず
さ
わ

っ
て

い
た
こ
と

は
、
か
れ
ら
の
墳
墓

の
多
く
に
発
見
さ
れ
る
鍬
、
草
刈
鎌
、

手
斧
、
小
刀
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
出
土
の
陶
器

類
が
ア
ヴ

ァ
ー
ル
初
期

(五
六
七
-
六
七
五
年
)
よ
り
後
期

(六
七

五
-
八
〇
四
年
)
に
か
け
て
増
加
し
、
遊
牧

民
に
な
じ
ま
な
い
容
器

　　
　

の
蓋
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
を
語

っ
て
い
よ
う
。
ア
ヴ
ァ
ー

ル
後
期
の
定
住
地
に
お
い
て
発
掘
さ
れ
た
家
畜

の
骨

の
比
率
に
占
め

る
馬
や
羊
の
低
率
は
、
ア
ヴ

ァ
ー
ル
の
生
活

の
経
済
的
基
礎
が
農
業

　ア
　

に
お

か

れ

て

い

た

こ
と

を

示

す

も

の

に
ほ

か

な

ら

な

い
。

因

み

に
、

レ
オ

ベ

ル

ス

ド

ル

フ

(
]『
Φ
O
げ
Φ
同
oo
α
O
同
h
)

で
発

掘

さ

れ

た

人

骨

の

調

査

に
よ

る
と

、

過

重

労

力

に
よ

る

骨

の
損

耗

や

疾

病

の
跡

が

う

か

が

　　
　

え
る
が
、
戦
傷
は
認
あ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

一
方
、
遊
牧
生
活
に
つ

い
て
、
ア
ヴ

ァ
ー
ル
初
期
に
は
わ
ず
か
な
デ
ー
タ
に
局
限
さ
れ
、
富

裕
な
戦
士
は
ど
の
よ
う
に
家
畜
を
私
有
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
共
有

し
た
の
か
、
ま
た
か
れ
ら
自
ら
が
飼
育
に
従
事
し
た
の
か
、
考
古
学

の
資
料
か
ら
は
判
明
し
な
い
。
た
だ
、

フ
レ
デ
ガ
リ
ウ
ス
の

「年
代

記
」
に
よ
る
と
、

ア
ヴ

ァ
ー
ル
の
戦
士
は
、
毎
年
、
お
そ
ら
く
農
民

　　
　

と
思
わ
れ
る
ス
ラ
ブ
人

の
近
傍
に
冬
の
宿
営
地
を
求
め
た
と
あ
る
が
、

こ
の
記
述
は
、
か
れ
ら
の
生
活
が
農
耕
と
結
び

つ
か
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。

で
は
、

ア
ヴ

ァ
ー
ル
の
定
住
形
態
で
あ
る
が
、
い
ま

の
と
こ
ろ
十
分
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
天
幕
舎
の
ほ
か

に
、
六
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
窪
地
に
杭
を
打
ち
石
詰
を
施
し
、
焼
粘
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土

の
暖
炉
を
設
け
た
、
ほ
ぼ
正
方
形
の
木
造
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て

　り
　

お

り

、

六

、

七

世

紀

に

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル
の
社

会

で
は

都

市

集

落

に

ふ

さ

わ

し

い

よ

う

な

村

落

が

形

成

さ
れ

、

ま

た

ド

ナ

ウ
西

方

の

ケ

ル

ニ

エ

(凶
曾

塁

Φ
)

の
よ

う

な

数

百

の
住

民

を

数

え

る

六

世

紀

の

村

落

が

発

見

さ

れ

て

い
る

。

五

〇

の
家

屋

跡

と
数

百

人

を

埋

葬

し

た

墓

地

か

ら

な

る
定

住
地

は
、
ヴ

ァ
ー

ル
パ

ロ
タ

(
<
艀
b
巴
9

ゆ
)
、

チ

ァ
ー

ク

ベ

レ

ニ

(
○
ω
鱒

げ
①円
①
越

)
、

ラ

ー

ツ

ァ
ル

マ
ー

シ

ュ
(即
ぎ
巴
日
総
)
、

セ

ク

サ

ー

ル

ド

(
の
N
Φ
閃
。。
Nか
巳

)
、

メ

ゼ

ー

フ

ァ
ル
ヴ

ァ

(]≦
①
N
α
h
巴
-

　け
　

<
p
)

な

ど

で
発

掘

さ

れ

て

い

る

。

ア

ヴ

ァ

ー

ル
後

期

に

な

る

と

、

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

の
多

く

は

長

期

間

存

続

す

る
村

落

に
定

住

し

、

定

住

生

活

は

定

着

し

た
。

六

二

六

年

か

ら

八

〇

〇

年

の

間
、

す

な

わ

ち

七

世

紀

後

半

の

フ

ラ

ン
ク

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
戦

争

の
時

代

を

含

む

期

間

に

お

け

る

、

チ

ェ
コ

ス

ロ
バ
キ

ア
東

部

の
ブ

ラ

テ

ィ

ス

ラ
バ

(ud
鑓

け
一。。
o

ご

く
p
)
近

く

の

テ
ー

ベ

ノ
イ

ド

ル

フ

(]
]
P
①
σ
Φ
目「Φ
d
F自
O
同
h)

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
集

落

の
発

掘

結

果

に
よ

る

と

、

約

一
〇

〇

〇

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

の
墳

墓

の

一
〇

パ

ー

セ

ン

ト
弱

が

騎

士

の
墓

で
、

う

ち

一
八

パ

ー

セ

ン

ト
が

富

裕

、

一
五

パ

ー

セ

ン

ト
が

比

較

的

富

裕

な

層

に
属

し

、

残

る

五

二
が

貧

し

い
層

の
騎

士

の
墓

で
あ

る

と

い

う
。

そ

し

て
、

こ

の

集

落

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

は

大

多

数

は
自

由

人

で
、

農

業

や

手

工

業

を

　む
　

営
み
、

一
部
は
武
具
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
。
な
お
七
世
紀
は
じ
め

の

ハ

ン
ガ

リ

ー
平

原

周

辺

部

の
村

落

の
住

民

は
、

お

そ

ら

く
下

層

の

自

由

民

な

い
し

は
隷

属

民

で
あ

っ
た

と
推

定

さ

れ

る
。

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
定

住

地

域

は
後

期

に

い
ち

じ

る

し

く
拡

大

し
、

そ

の
境

界

は
西

は

ウ

ィ
ー

ン

の
森

と
東

ア

ル
プ

ス
、

北

は
今

日

の

ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ァ
、

東

は

ト

ラ

ン

シ

ル
ヴ

ァ

ニ
ア
と

し
、

南

は

ド

ラ
ー

ヴ

ァ

(∪
蜀

く
p
)

川

　む
　

と

ド

ナ

ゥ
川

に
沿

っ
た
。

と

こ

ろ

で
、

ビ

ザ

ン

ツ
皇

帝

マ
ウ

リ

キ

ウ

ス
の
著

作

と
称

せ
ら

れ

る

「
戦

術

の
書

」

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
戦

士

の
武

装

を

次

の

よ
う

に

記

し

て

い

る
。

甲

冑

に
身

を

か

た

め
、

剣

(
サ

ー

ベ

ル
)
、

弓

、

騎

士

槍

を

具

え
、

貴

紳

の
乗

馬

は
湛

鉄

板

な

い

し

は

フ

ェ
ル
ト
状

の
も

　け
　

の
で
保
護
さ
れ
て
い
る

。
こ
う
し
た

「戦
術
の
書
」

に
記
さ
れ
る

武
装
は
、
出
土
品
に
よ

っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ア

ヴ

ァ
ー
ル
墓
地

で
発
見
さ
れ
る
副
葬
品

の
中

に
甲
冑
の
部
分
、
三
翼

状
の
矢
鍛
、
矢
筒
、
弓
の
断
片

の
ほ
か
三
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
騎
士
の

長
槍
、
長
剣
、
あ
る
い
は
、
随
葬
さ
れ
た
馬
勒
や
鐙
な
ど
が
出
土
し

　め
　

て
い
る
。
弓
は
ス
キ
タ
イ

・
タ
イ
プ
の
反
射
弓

で
獣
骨
や
木
片
で
強

化
さ
れ
、
放
た
れ
た
矢

の
射
程
距
離
は
五
〇

メ
ー
ト
ル
に
達
し
、

ア

ヴ

ァ
ー
ル
の
騎
士
は
こ
の
弓
を
巧
み
に
操
り
、
疾
走
す
る
馬
か
ら
前

　　
　

後
の
方
向
に
、

一
分
間
に
二
〇
本

の
矢
を
放

っ
た
と
い
う
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
重
装
騎
士

の
ほ
か
に

一
、
二
の
武

具
を
備
え
た
軽
装
騎
士
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　り
　

が
加
わ

っ
て
い
る
。
な
お
中
世
西
欧

の
騎
士

の
鐙
は
、
ア
ヴ

ァ
ー
ル

に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
鐙
は
長
期
の
間
に
し

だ
い
に
西
欧
に
普
及
し
た
の
で
あ
り
、

こ
の
説
を
あ
ま
り
過
大
評
価

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ヴ

ァ
ー
ル
初
期
に
は
、
ア
ッ
プ
ル
型
の

鉄
製

の
鐙
が
典
型
的
で
あ

っ
た
が
、
後
期

に
は
水
平
の
踏
込
部
を
も

　の
　

っ
た
蹄
鉄
形
の
鐙
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ア
ヴ

ァ
ー
ル
の
軍
隊
は
、
糧

食

の
輸
送
や
敵
を
威
圧
す
る
た
め
に
馬
の
群
を
と
も
な

っ
た
の
で
、

　　
　

秣

の
不

足

を

ま

ね
く

と

い

う
。

以
上

が

「
戦

術

の
書

」

と

出

土

品

か

ら

構

成

さ

れ

る

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
騎

士

像

で

あ

る

が

、

1

・
ボ

ー

ナ

(
じd
ひ
舜

)

に
よ

る

と

、

敵

の
甲

冑

を
打

ち

砕

く

槍

を

た

ず

さ

え

た

ア

ヴ

ァ
ー

ル
重

装

騎

士

こ
そ
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

は

じ

あ

て
現

わ

れ

た

真

　　
　

の
騎

士

で
あ

る

と

い

う
。

そ

れ

で

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
騎

士

は

、

実

戦

で
ど

の

よ

う

に
戦

っ
た

か

。

そ
れ

を

伝

え

る
史

料

に
乏

し

く

、

か

れ

ら

の
戦

闘

行

為

の
実

像

に
迫

る

の

は
む

つ
か

し

い
。

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ

・
ガ

リ

ア

に
侵

入

し

た

ア
ヴ

ァ
ー

ル
人

は

、

シ
ギ

ベ

ル
ト

一
世

と
戦

っ
て
退

け

ら

れ

、

五

六

五
年

の
侵

攻

で
は

シ
ギ

ベ

ル

ト
を

包

囲
、

贈

与

を

受

納

し

和

睦

し

た

が
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
軍

隊

　れ
　

に

つ
い

て
は
詳
で
な
い
。
五
八
〇
年
に
は
ア
ヴ

ァ
ー
ル
の
歩
兵
部
隊

　　
　

が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
五
七
六
年
に
ス
ラ
ブ
人
の
侵
入
に
対
し
て
ビ

ザ
ン
ツ
帝
テ
ィ
ベ
リ
オ
ス
が
バ
イ
ア
ン
に
援
軍
を
要
請
し
た
戦
い
で

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
六

〇
、

○

○

○

と

い
わ

れ

る
騎

士

が

ビ

ザ

ン

ツ

　　
　

領

に
送
り
込
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
六
二
八
年
ビ
ザ
ン
ツ
に

対
す
る
最
後
の
大
き
な
攻
撃

に
お
い
て
、
三
〇
、
○
○
○
と
称
す
る

ア
ヴ

ァ
ー
ル
が

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
外
郭
の
囲
壁

の
攻
略

に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
謀
略

に
か
か
り
、
ア
ヴ
ァ
ー

　　
　

ル
軍

は

敗

退

し

て

い
る
。

こ

の
二

つ
の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
騎

士

が
登

場

し

た

戦

い

で
、

か

れ

ら

が

ど

の
よ

う

に
戦

っ
た

か

は

不

明

で
あ

る
。

そ

し

て
七

九

一
年

力

ー

ル
大

帝

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
戦
争

に
お

い

て
は
、

フ

ラ

ン

ク

の

メ

ギ

ン

フ

レ

ッ
ド

(
]≦
①
σq
ぎ
時
Φ
α
)

の
軍

隊

が

カ

ム

プ

(O
p
8
b
)

川
沿

岸

の

ア
ヴ

ァ
ー

ル
の
砦

を

攻

略

す

る
と

、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
防

衛

隊

は

ド

ナ

ウ

の
南

、

ウ

ィ

ー

ン

の
森

の
近

く

の
防
塞

の
中

　あ
　

に
逃

亡

し

て

し

ま

っ
た
。

こ

の
事

実

は
、

ア
ヴ

ァ
ー

ル

の
戦
士

が

す

で

に
定

住

民

の
生

活

に
慣

れ

て
し

ま

っ
た

こ
と

を

示

唆

す

る

も

の

で

あ

ろ

う
。

な

お
、

R

・
リ

ン
ド

ナ

ー

(
い
ぎ
9

霞
)

は

、

ア
ヴ

ァ

ー

　　
　

ル
軍
は
大
き
な
戦
い
に
は
歩
兵
と
し
て
戦

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

⇔

フ

ィ

ン

・
ウ

ル
ゴ
語

族

の

一
分

肢

で
あ

る

ハ

ン
ガ

リ

ー
人

は
、

ボ

ル
ガ

川
支

流

カ

マ

(内
9
B
ゆ
)

川

流

域

を

原

住

地

と

し

、

イ

ラ

ン
系
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の

ア

ラ

ン
人

や

ト

ル

コ
系

の

オ

ー

グ

ル

(
○
昌

σq
霞

。。
)

人

と

交

わ

り

、

七

.
八
世

紀

頃

原

住

地

を

離

れ
、

半

遊

牧

の

バ
ザ

ー

ル

(國
ず
p
N
費

。。
)

人

の
支

配

領

域

に
移

動

し

た
。

八

世

紀

の
後

半

バ
ザ

ー

ル
帝

国

か

ら

離

脱

し

た

ハ
ン
ガ

リ

ー
人

は
、

ド

ナ

ウ
下

流

か

ら

ド

ン
川

に

の
び

る

平

原

エ

テ

ル
ケ

ズ

(
国
ω
け
Φ
同
犀
Φ
N
)

に
定

着

し

た

が

、

八

八

九

年

ト

ル

コ
系

の

ペ
チ

ェ
ネ

グ

(
℃
Φ
9

8

Φ
σp
ω
)

人

に
攻
撃

さ

れ
、

ハ
ン
ガ

リ

ー

の
七

部

族

と

バ
ザ

ー

ル

・
カ
ヴ

ァ
ー

ル

の
三

部
族

は
、
首

領

ア
ル

パ
ー

ヘ

ド

(〉
壱
か
巳
)
に
率
い
ら
れ
て
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地

に
侵
入
し
た
。

カ
ル
パ
テ

ィ
ア
盆
地
の
ド
ナ
ウ
の
西
方
は
東

フ
ラ
ン
ク
が
、
今
日
の

ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
の
西
半
分
を
モ
ラ
ヴ

ィ
ア
が
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ

ァ
ニ

ア
と
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地
の
南
部
を
ブ

ル
ガ
リ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
領
有

し
、
ア
ヴ

ァ
ー
ル
が
盆
地
の
北
半
分
を
占
め
て
い
た
。

ハ
ン
ガ
リ
i

人
は
九
〇
〇
年
ま
で
に
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地
を
占
拠
し
、
九
〇
二
年

モ
ラ
ヴ

ィ
ア
王
国
を
滅
し
て
の
ち
、

ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
へ
の
征
服
の
道

が
開
か
れ

た
。

カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地
を
占
領
し
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
九
世
紀
末
か

ら
約
六
〇
年
に
わ
た

っ
て
西
欧
、
ビ
ザ

ン
ツ
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
な
ど
に

侵
攻
し
た

が
、
か

つ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
す
べ
て
が
戦
士

で
あ
る
と

考
え
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
大
部
分
は
半
農

・
半
遊
牧

民
で
あ

っ
た
。

九

・
十
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
や
ペ
ル
シ
ア
の
地
理
学

の
記
述

に
よ
る

と
、

バ
ザ
ー
ル
人
は
カ
ス
ピ
海
北
西
岸
地
方

で
、
冬

の
定
住
地
近
く

に
小
麦
を
播
種
し
、
夏
期
に
は
山
地
で
遊
牧

し
、
収
穫
時

に
は
定
住

地
に
復
帰
す
る
よ
う
な
半
遊
牧
の
生
活
を
営

み
、
ボ
ル
ガ
中
流
域

の

ブ
ル
ガ
リ
ア
人
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
現
在
の
モ
ル
タ
ヴ
ィ
ア
の
ハ
ン
ガ

　り
　

リ
ー
人
も
こ
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
た
十

・
十

一
世
紀
に
お
け
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
、

こ
の
よ
う
な
半
遊
牧
生
活
を

営
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
ら
の
定
住

地
は
河
川
や
湖

の
岸

に
沿

っ
て
設
定
さ
れ
、
住
民
は
寒
冷
期

に
は
漁

撹
に
た
ず
さ
わ
り
、
春
に
は
耕
作
、
播
種

の
の
ち
、
近
く
の
牧
草
地

に
家
畜
を
移
し
、
収
穫
時
に
定
住
地

に
戻
る
が
、
家
畜
は
寒
冷
期
の

　　
　

到

来

ま

で
放

牧

さ

れ

る
。

㎝

・
ジ

ェ
ル

フ

ィ

(
Ω
愚

臥
身
)

は
、

首

領

や
部

族

首

領

の

冬

期

の
定

住

地

と

夏

期

の
宿

営

地

に

つ
い

て
、

次

の

よ

う

な
点

を

明

ら

か

に
し

て

い

る
。

ア

ル
パ

ー

ド
は
冬

の
定

住

地

に

ぺ
ー

チ

(
℃
ひ
o
。。
)

の

近

く

を

選

び

、

夏

の
住

居

を

チ

ェ
ペ

ル

(
○
ω
Φ
b
巴

島

に
設

け
、

か

れ

の
共

治

者

バ
ザ

ー

ル
人

の

ク

ル
サ

ー

ン

(
囚
霞

ω
N
ぎ

)

は

ア
キ

ン

ク

ム

(
〉
ρ
巳
口
2

日
)

の

コ

ロ

ッ
セ
ウ

ム
近

く

に
定

住

し

、

そ

の
死

後

ア

ル
パ

ー

ド

は

ぺ

ー

チ
か

ら

チ

ァ

ロ
ー
ケ

ゼ

(
○
。。
p
=
ひ
犀
α
N
)

ま

で

の

ド

ナ

ウ

の
右

岸

を
領

し

た

と
思

わ

れ

る
。

ま

た

ア

ル
パ

ー

ド

の
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四
人
の
息
子
は
、

ド
ナ
ウ
支
流
に
沿

っ
て
定
住
し
、
そ
の
領
域
は
カ

ロ
チ
ャ

(内
巴
08
p
)
周
辺
に
集

っ
て
い
る
。
な
お
部
族
首
領
た
ち

は
山
地
の
河
川
の
水
源
地
あ
た
り
に
夏
期

の
宿
営
地
を
設
け
た
が
、

　　
　

仮
説
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
発
展
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
十

一
世
紀
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
人

の
定
住
集
落
の
起
源
は
、
農
耕

の
発
達
と
と
も
に
、
冬

の
定
住
地

が
通
年
の
定
住
地
と
し
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一

〇
〇
〇
年
頃
ま
で
に
三
〇
〇
〇
な
い
し
は
四
〇
〇
〇
の
集
落
が
想
定

さ
れ
、

一
集
落
あ
た
り

一
五
〇
か
ら
二
〇
〇
人
す
な
わ
ち
平
均
三
〇

か
ら
四
〇

の
家
族
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
集
落
に
お
い
て
、

牧
畜
が
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

ア
ル
パ
ー
ド
時
代
の
集
落
跡
か

ら
出
土
し
た
家
畜
の
骨
の
検
証
の
結
果
か
ら
、
牛
二
九
か
ら
一二
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
馬

一
〇
か
ら
二
七
、
羊
八
か
ら

一
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
も
と

も
と
遊
牧
民
が
飼
育
し
な
い
豚
が

一
五
か
ら
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

　　
　

め
て
い
る
。

一
方
、
農
耕
生
活
を
示
す
出
土
品
と
し
て
は
、
小
麦
、

大
麦
そ
の
他
の
雑
穀
類
や
播
種
に
貯
え
ら
れ
た
種
子
、
あ
る
い
は
、

摯
刃
、
鋤

の
刃
、
大
鎌
、
鋤
な
ど
の
農
具
、
砥
石
、
範
な
ど
の
牧
畜

　　
　

用

具

が

あ

げ

ら

れ

る
。

こ

の
よ

う

な

農

耕

と

遊

牧

を
兼

ね

た

ハ

ン
ガ

リ

ー
人

を

ジ

ェ
ル

フ

ィ
は

半

遊

牧

民

(
oQ
①
b
P
一⊥
P
O
b
P
P
α
①
)

と

規

定

し

　　
　

て

い

る

が
、

は

た

し

て
適

切

で
あ

ろ

う

か
。

以
上

の
よ

う

な

農

耕

、

遊

牧

の

ハ

ン
ガ

リ

ー
人

の
社

会

は
、

ま

た

階
層

に
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
墳
墓

の
形
態
や
副
葬
品
に
よ

っ
て

判
別
さ
れ
て
い
る
。

首
領
や
そ
の

一
族
の
墳
墓
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、

サ
ー
ベ
ル
や
銀
製
容
器
な
ど
の
副
葬
品
と
と
も
に
葬
ら
れ
た
領
主
層

に
対
し
て
、
中
流
層
は
富
裕
な
戦
士
か
ら
簡
単
な
武
装
の
戦
士
ま
で

を
含
み
、
弓
矢
の
副
葬
さ
れ
た
男
子
と
と
も

に
下
層
民
や
家
僕
、
血

縁
者
、
犠
牲
獣
の
馬
が
葬
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
弓
矢
の
副
葬
さ
れ
た

戦
士
た
ち
が
、
二
、
三
世
代
以
上
に
わ
た

っ
て
埋
葬
さ
れ
て
い
る
墓

地
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
下
層
民
は
家
族
単
位
に
埋
葬
さ
れ

ず
村
落
共
同
体
の
大
き
な
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
共
同

　　
　

体

は

小

家

族

な

い
し

は
個
人

の
集

合

か
ら
構

成

さ
れ

て
い
た
。
イ

シ

ュ

ト

ー
ヴ

ァ

ン

(
Hω
8

<
雪

)

一
世

の
法

令

か

ら

、

十

一
世

紀

の

ハ

ン

ガ

リ

ー
社

会

に

お

け

る
戦
士

階
級

の
形

成

が
知

ら
れ

て
い
る
が
、
ジ

ェ

ル

フ

ィ
に

よ

る

と
、

そ
れ

は
男

女

合

わ

せ

た

人

口

の
二

六

パ

ー

セ

ン

　　
　

ト
で
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
お
も
に
西
欧
の
侵
攻
に
参
加
し
た

の
は
、
か
れ
ら
で
あ
り
、
騎
士
は
通
常
耕
作
、
播
種
以
前
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
離
れ
、
収
穫
の
季
節
に
帰
還
す
る
が
、
八
九
九
年
か
ら
九
〇

〇
年
、
九
〇
四
年
か
ら
翌
年
に
は
外
国
に
駐
留
し
て
い
る
。

九
世
紀
末
か
ら
九
五
五
年

の
レ
ヒ

(ピ
Φ9

)
川
の
戦
い
ま
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
お
も
に
西
欧
に
侵
攻
し
、

バ
イ
エ
ル
ン
、

ロ
ン
バ
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ル
デ
ィ
ア
に
侵
入
を
繰
り
返
し
、
ブ

レ
ー
メ
ン
や
オ
ル
レ
ア
ン
な
ど

に
も
達
し
た
。
略
奪
や
貢
納
の
要
求
を
目
的
と
す
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
人

の
侵
攻
は
、
長
期
的
計
画
に
も
と
つ
く
も
の
で
な
く
、
侵
入
地
域
の

政
治
、
軍
事

の
情
況
判
断
に
依
存
し
た
。
か
れ
ら
は
と
く
に
農
村
や

財
宝
豊
か
な
修
道
院
を
襲
い
、
侵
略
地
が
荒
廃
し
、
捕
獲
品
が
容
易

に
獲
得

で
き
な
く
な
る
に
つ
れ
、
よ
り
遠
距
地

に
遠
征
し
た
。
ま
た

一
方
、
十
世
紀
前
半
に
は
、

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
か
ら
北
海

に
至
る
地

域
に
お
け
る
紛
争
に
か
ら
ん
だ
軍
事
支
援
の
代
償
と
し
て
貢
納
を
獲

得
す
る
成

果
を
収
め
て
い
る
。

し
か
し
、
騎
馬
民
族
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
戦
士
の
戦

績
を
史
料

か
ら
み
る
限
り
、
か
れ
ら
が
遊
牧
民

の
戦
闘
能
力
や
戦
術

に
か
な
ら
ず
し
も
す
ぐ
れ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
の
例
を
あ

げ
る
な
ら
ば
、
九

一
七
年
の
バ
ー
ゼ
ル
の
攻
囲

で
は
、
牧
草

の
不
足

か
ら
多
数

の
騎
士
を
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
機
動
力
を
発

　あ
　

揮

で
き

な

か

っ
た
。

か

れ

ら

み

ず

か

ら

徒

歩

で
捕

虜

の
護

送

の
任

に

つ
い

て

い

る
。

な

お
、

ハ
ン
ガ

リ

ー
軍

は
、

パ
ヴ

ィ

ア
を

包

囲

し
焼

打

ち

し

た

ほ

か

は
、

都

市

の
攻

略

に
は

成

功

し

な

か

っ
た
。

九

三

二

年

の

リ

ア

デ

(
即
一p
α
①
)

の
戦

い

で
は

、

ド

イ

ッ
の

ハ
イ

ン

リ

ヒ

一

　　
　

世
磨
下
の
重
装
騎
士
に
対
し
て
逃
亡
、
敗
退
し
て
い
る
。
さ
ら
に
九

五
五
年
ア
ウ
グ

ス
ブ
ル
ク
北
西
の
レ
ヒ
川
左
岸
で
オ

ッ
ト
ー

一
世
の

率
い
る
ド
イ
ッ
軍
と
遭
遇
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
騎
士
は
逃
亡
し
、
近

く
の
村
落
に
退
い
た
と
こ
ろ
を
オ

ッ
ト
ー
の
騎
士
に
包
囲
さ
れ
、
レ

ヒ
川
を
渡
河
、
逃
走
を
試
み
た
が
、
河
岸
に
配
置
さ
れ
た
ド
イ

ッ
軍

　　
　

に
攻
撃
さ
れ
、
人
馬
と
も
に
溺
れ
惨
敗
し
た
。
十
世
紀
は
じ
め
か
ら

ド
イ
ッ
で
は
、
騎
士
の
剣
を
改
良
し
、
そ
の
剣
を
接
近
戦
で
操
る
こ

と
が
で
き
る
騎
士
の
増
強
を
は
か

っ
た
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ

一
世
が
王
領

地
を
頒
ち
馬
の
飼
育
を
助
成
し
た
の
も
、
騎
馬
の
頭
数
を
増
加
す
る

　　
　

の
が

目

的

で
あ

っ
た

ろ

う
。

こ
の

よ

う

な
点

を

考

慮

す

る
と

、

レ
ヒ

川

の
戦

い

は
、

ハ

ン
ガ

リ
ー

の
軍

事
力

の
限

界
を

示

し
た
も

の
で
あ

っ

た

で
あ

ろ

う

し
、

ま

た

ハ
ン
ガ

リ
ー
軍

の
直
接

の
敗

因

は
、

オ

ッ
ト

ー

の
騎

士

の
執

拗

な
追

討

に

あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
。

農
耕
民
な
い
し
は
半
遊
牧
民
と
し
て
の
ア
ヴ

ァ
ー
ル
人
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
人
が
、
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
盆
地
に
定
住
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
騎

馬
民
族
の
戦
闘
能
力
を
失

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
こ

と
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ス
テ

ッ
プ
の
最
西
部

の
風
土
と
ど
う
係
り
あ

い
を
も

っ
た
の
か
、
馬
の
飼
育
と
牧
草
地
と

の
相
関
関
係
か
ら
み
て

み
よ
う
。
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D

・
サ
イ
ナ
ー

(GQ
ヨ
o
同)
に
よ
る
と
、

ド
ナ
ウ
川

の
東

の
平
原

(大
オ
ル

フ
ェ
ル
ド
)
は
、
約

一
〇
万
平
方
キ

ロ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
か

つ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
本
拠
地
で
あ

っ
た
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
人

民
共
和
国

は
、

一
五
六
万
平
方
キ
ロ
の
面
積

の
五
分
の
四
す
な
わ
ち

一
二
五
万
平
方
キ

ロ
を
牧
草
地
が
占
あ
て
い
る
。
単
純
に
比
較
す
れ

ば
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
平
原
の
畜
産
能
力
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
約
十
二
分
の

一
と
計
算

さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
時
代
と
と
も
に
変
動
す
る
沼
沢
や
開

発
さ
れ
た
耕
作
地
の
面
積
を
差
し
引
く
と
、
さ
ら
に
低
い
数
値
と
な

る
。
馬

一
頭
を
養
う
の
に
年
間

一
二
〇

エ
ー
カ
ー
の
か
な
り
良
好
の

牧
草
地
を
要
し
か

つ
モ
ン
ゴ
ル
の
騎
馬
兵
の
よ
う
に
騎
士

一
人
当
り

三
頭
の
騎
馬
を
駆
使
す
る
と
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
平
原
で
は
、
他
の
家
畜

が
飼
育
さ
れ
な
い
と
い
う
お
よ
そ
現
実
に
そ
ぐ
わ
ぬ
条
件
の
も
と
で
、

約
六
八
、

四
五
〇
の
騎
士
を
保
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
二

四

一
年
の
春

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
侵
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
て
ハ
ン

ガ
リ
ー
王
国
の
抵
抗
は
た
ち
ま
ち
崩
壊
し
、
モ
ン
ゴ

ル
軍
は
ド
ナ
ウ

の
西
岸
に
結
集
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
に
迫
り
、
さ
ら
に
翌
四
二

年
春
に
は
突
然

ア
ド
リ
ア
海
に
向
け
て
南
に
転
進
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー

を
去

っ
た

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
広
い
牧
草
地
を
求
め
て
南

ロ
シ
ア
の
ス

テ

ッ
プ

に
定
着
し
た
。
こ
の
モ
ン
ゴ

ル
軍
の
突
然
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
撤

退
は
、
オ

ル
フ
ェ
ル
ド
が
モ
ン
ゴ

ル
軍
の
騎
馬

の
飼

い
葉
を
給
す
る

の
に
不
十
分
で
あ
る
と
バ
ト
ゥ

(抜
都
)
が
判
断
し
た
か
ら
と
思
わ

　　
　

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ナ
ー
の
見
解
に
対
し
て
、
リ
ン
ド
ナ
ー
は
、

ハ

ン
ガ
リ
ー
平
原

の
騎
馬
飼
育
能
力
の
可
能
性
を
、
D

・
サ
イ
ナ
ー
と

は
異
な
る
デ
ー
タ
に
も
と
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
見
積

っ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
平
原
は
、
約
四
二
、
四
〇
〇
平
方
キ

ロ
の
牧
草
地
を

有
し
、

こ
れ
は
現
代

の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
利
用
可
能
な
牧
草
地
の

約
四
パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
計
算
し
、

一
頭
の
馬
を
養
う
の
に
年
間
二
五

工
ー
カ
ー
の
牧
草
地
が
必
要

で
あ
る
と
見
積

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
オ
ル
フ
ェ
ル
ド
は
三
二
〇
、
○
○
○
頭

の
馬
の
扶
養
が
可
能
で

あ
る
が
、
馬
以
外
の
家
畜

の
飼
育
や
農
地
や
沼
沢
が
入
り
込
ん
だ
森

林
、
馬
の
放
牧
に
よ
る
牧
草

の
逓
減
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
平
原
に
お
け
る
馬
の
飼
育
能
力
は

一
五
〇
、
○
○
○
頭
強
で
あ

る
と
い
う
。
ま
た
騎
士

一
人
当
り

一
〇
頭
の
馬
を
駆
使
す
る
と
す
れ

ば
、

一
五
、
○
○
○
の
騎
士
を
保
持
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
仮

　れ
　

説
を
た
て
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
モ
ン
ゴ
リ
ア
と

ハ
ン
ガ
リ

ー
平
原
に
お
け
る
牧
草

地
の
馬
の
飼
育
能
力
の
比
較
は
、
遊
牧
騎
馬

民
族

の
軍
事
力
が
武
装

や
戦
術
と
と
も
に
、
牧
草
地
の
面
積
に
よ

っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
を

指
示
し
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
騎
士
は
冬

の
終
り
か
早
春

に
軍
事
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行
動
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
季
節
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
飼
い
葉

は
少
く
、

か
れ
ら
が
侵
攻
す
る
地
で
貯
え
ら
れ
た
冬

の
秣
か
、
な
い

し
は
春
の
新
し
い
秣
で
ま
か
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、

カ
ル
パ
テ

ィ
ア
盆
地
に
定
住
し
た

ア
ヴ

ァ
ー
ル
人
も

ハ
ン
ガ
リ
ー
人

も
農
耕
定
住
民

へ
の
転
換
な
く
し
て
は
、
か
れ
ら
の
生
活
を
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
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動物(%)

発掘地
馬 牛 羊 ・山羊 豚

Eperjes 8 59 17 13

Hunya 7 60 22 9

Szekszard-
Bogyiszlo

6 66 16 9

Dunaujvaros-
Alsofokipatak 12 53 23 8

.Dunaujvaros-
Oreghegy

一 42 33 21

Tatabanya-
Alsogalla

1(頭) 約50 25

Obecse,Becej,
Jugoslawien

12 52 6 6

Tarjanpuszta 3 77 10 8
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